
1.政策や医療計

画ガイドラインを

参照

2.実測値をもとに

新たな数値目標

を作成

3.現状値の維持
4.専門家や委員

の意見決定
5.その他 2021年 2022年 2023年

1 予防・啓発 特定健康診査の実施率 38 39 16 1 4 3 12 0 1 0

2 予防・啓発 特定保健指導の実施率 35 39 16 1 4 4 10 0 1 0

3 予防・啓発 喫煙率 37 36 11 5 2 4 12 0 1 1

4 予防・啓発 高血圧性疾患患者の年齢調整外来受療率 20 17 4 3 1 3 2 0 2 0

5 予防・啓発 脂質異常症患者の年齢調整外来受療率 18 17 4 3 1 3 2 0 0 0

6

予防・啓発、救護、急性期、

回復期、維持期・生活期/慢

性期、再発・重症化予防

脳血管疾患患者の年齢調整死亡率 42 42 12 13 1 7 8 4 2 2

7 救護 脳卒中疑い患者に対して主幹動脈閉塞を予測する６項目の観察指標を利用している消防本部数 2 4 2 0 1 0 0 ー ー ー

8 救護 脳血管疾患により救急搬送された患者数, 脳血管疾患受療率（人口10万人対, 入院/外来） 19 22 5 3 0 3 4 1 0 0

9 救護 救急要請（覚知）から医療機関への収容までに要した平均時間 25 28 7 4 3 4 5 2 1 1

10 急性期 脳神経内科医師数・脳神経外科医師数 20 19 4 2 2 3 3 0 1 1

11 急性期 脳卒中の専用病室(SCU)を有する病院数・病床数 13 14 3 2 2 2 1 0 1 1

12 急性期 脳梗塞に対するt-PAによる血栓溶解療法の実施可能な医療機関数 22 26 5 2 6 6 1 0 1 7

13 急性期 脳梗塞に対する血栓回収療法の実施可能な医療機関数 13 16 2 1 3 3 2 0 2 1

14 急性期 脳卒中の相談窓口を設置している急性期脳卒中診療が常時可能な医療機関数 4 12 5 1 0 3 0 0 0 1

15
急性期、回復期、維持期・生

活期/慢性期
理学療法士、作業療法士、言語聴覚士のそれぞれの人数 16 18 4 3 3 2 1 0 2 1

16
急性期、回復期、維持期・生

活期/慢性期
リハビリテーション科医師数 2 7 3 1 1 0 0 1 1 0

・貴都道府県における第１期及び第２期循環器病対策推進計画で採用している脳卒中に関する指標及び目標値、各指標における実績値について伺います。

・下表の♯１～31の各指標のうち、第１期、第２期の計画それぞれについて、採用している指標があれば、オレンジ欄で○を選択していただいた上で、目標値とその決め方を記載ください。

・採用している指標について、2021年から2023年までの実績値についてもご記入ください。

・♯１～31以外に、新たに指標を設けている場合は、♯32以降のC列に指標名を記載の上、目標値や実績値をご記入ください。

第２期の計画で

採用している都

道府県数

第１期の計画で

採用している都

道府県数

指標名カテゴリ♯

目標値の決め方
当該指標の実績（回答ベース）

※第1期目標値に対して達成している自治体数
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17
急性期、回復期、維持期・生

活期/慢性期
脳卒中リハビリテーションが実施可能な医療機関数 20 23 4 5 3 3 2 0 4 5

18 急性期 脳梗塞に対するt-PAによる血栓溶解療法の実施件数 (算定回数/SCR) 31 31 5 5 4 6 5 1 3 2

19 急性期 脳梗塞に対する血栓回収療法の実施件数(算定回数/SCR) 25 26 4 3 3 4 5 1 3 1

20 急性期 くも膜下出血に対する脳動脈瘤クリッピング術の実施件数 (算定回数/SCR) 19 19 3 2 5 3 1 0 0 0

21 急性期 くも膜下出血に対する脳動脈瘤コイル塞栓術の実施件数 (算定回数/SCR) 17 19 3 2 3 3 2 0 1 0

22
急性期、回復期、維持期・生

活期/慢性期
脳卒中患者に対するリハビリテーションの実施件数 (算定回数/SCR) 24 28 6 4 3 6 3 0 2 1

23
急性期、回復期、維持期・生

活期/慢性期
脳卒中患者における地域連携計画作成等の実施件数 14 18 4 7 0 2 1 0 1 1

24 急性期、回復期 退院患者平均在院日数 16 17 2 4 1 5 1 0 1 1

25

急性期、回復期、維持期・生

活期/慢性期、再発・重症化

予防

在宅等生活の場に復帰した患者の割合 27 25 6 8 0 5 5 0 0 0

26
回復期、維持期・生活期/慢

性期
両立支援コーディネーター基礎研修の受講者数 2 16 4 3 0 1 1 0 1 1

27
回復期、維持期・生活期/慢

性期
脳卒中患者に対する療養・就労両立支援の実施件数 4 10 2 0 0 2 2 0 0 0

28
回復期、維持期・生活期/慢

性期
脳卒中患者における介護連携指導の実施件数 1 11 3 0 1 1 0 0 0 0

29 再発・重症化予防 脳卒中患者の重篤化を予防するためのケアに従事している看護師数 3 14 3 3 1 1 0 0 1 1

30 再発・重症化予防 歯周病専門医が在籍する医療機関数 0 8 1 1 0 1 0 0 0 0

31 再発・重症化予防 脳卒中による入院と同月に摂食機能療法を実施された患者数 3 9 3 1 1 2 0 0 0 0
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